
 

🎍 新年を迎えて  🎍 

新年あけましておめでとうございます 
令和 8年の新春を迎え、謹んでご挨拶申し上げます。 
本年も、子どもたちの健やかな成長と学びの充実に向け、教職員

一同、誠心誠意努めてまいります。 
引き続き、学校教育への深いご理解とご協力を賜りますよう、何卒
よろしくお願い申し上げます。 
 

今日から二学期後半の授業が再開しました。授業日としては、６年生が４１日、１年生から５年生が５０日
ありますが、１年間の学習のまとめの時期であったり、新年度に向けての準備の時期であったり、とても大切
な時期となります。進学や進級のことも考えながら日々の活動に取り組んでほしいと思います。６年生と過ご
す時間も少なくなっていきます。みんなで一緒に過ごすひとときも大切にして充実した毎日を送りましょう。 
さて、今年は午年です。どんな年になるのでしょうか。 
十二支の７番目「午（うま）」は、馬のようにエネルギッシュで自由な象徴です。馬は古くから人々の生活に
寄り添い、「速さ」「情熱」「自由」を表す存在として親しまれてきました。午年の特徴として次のことが挙げら
れます。 

◇ 積極的に動くことで成果を得ることができます。 

◇ 新しいことに挑戦することが成功へのきっかけとなります。 

◇ 情熱を持って目標に向かう力が高まります。 

◇ 人との交流が増え、新しい出会いに恵まれます。 

このことから、『積極的に行動する、情熱を持って取り組む、新しい挑戦を恐
れない、人とのつながりを大切にする』ことで今年一年を幸せに過ごすことが
できると思います。午年は、前向きな気持ちをもって成長できる年です。４つのうちのどれか１つでも取り組ん
でみませんか。そして、充実した一年にしていきましょう。 
 

《今日の朝礼から》 
本日行われた朝礼では、新しい年を迎えたことから、今年一年を過ごすにあたって心がけてほしいこと、ま
た、新年度からの進学や進級を迎えるにあたって心がけてほしいことについて話をしました。今年が午年とい

うこともあり、 
～ 充実した学校生活を送るために学校でも家でも「楽しみ」や「夢中になれること」を見つけること ～ 

について改めて話をし、今までより少しでもチャレンジする年にしてほしいことと、そのために、勉強や習ってい
ることで困難にぶつかったとき、それを乗り越えるためにどんな方法で、どのように実行するかが大切という
ことについても話をしました。まずは、４月からの進学や進級に備えて、これからの３ヶ月の間に学習すること
も含め、一年間に学んだことのまとめやふりかえりをしっかりとしておきましょう。 
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《 一乗小 なんでも情報館 》 

今年の午年は 60年に一度の「丙午」の年 ～その年の出生数から考える～ 

1966年（昭和 41年）約 1,361,000人（＊1906年（明治 39年）約 1,238,000人） 
前年の 1965 年は約 1,820,000 人であったことから、この年に限り大幅な出生数減が見られました。（ちなみ

に次の年 1967 年は 1,935,647 人でした。）高度経済成長中のこの急減現象は他の年には見られない異例の出来
事として社会現象化しました。 



令和８年からの教育活動について 
 

令和５年度の児童数は２３名でしたが、令和８年度児童数は１３名の予定です。３年間で１０名が減少して

います。今後も減少は続き、児童数だけでなく教職員の配置数減にも関わってきます。平成６年末に学校行
事等説明を行い、今後の学校の状況に合わせた学校教育の内容変更をお願いしました。その説明会では、
「令和１１年に初めて６年生が不在となるため、この年までに学校行事の見直しや工夫を最大限に行っ
ていく必要があること、そして、令和１２年からの学校教育を迷いなく進められるように環境や体制を整
えておくことが大切です」という説明をしました。 
その後、令和６年度、７年度で教育活動の見直しや工夫を行い、特に今年度はその方向性に学びの継続
の可能性を見出すことができました。しかしながら、取組はまだ途中であり、令和８年以降もその努力を続け
なければいけないと思っています。単に今ある教育活動を削るというものではなく、時に新しい教育活動も加
えながら、今後の子どもたちにとって学びの効果が得られる教育活動を考えていきたいと思います。 
そこで、今後の教育活動に向けた新しい取組について現段階でわかっているものをお知らせします。これ
まで２年続けてきた学校行事等説明会を今年度は行わず、紙面にて内容をお知らせする形を考えています

ので、今後も配付されるお知らせに目を通していただけたら幸いです。何卒よろしくお願いします。 
はは 

１月２１日（水） 

ハロー・ワールドⅢ 

多様な文化や価値観等を学ぶことで、国際化に対応できる人材を育成することを目的とした外国
人講師等による国際理解講座ですが、子どもたちの新たな可能性を開くきっかけになると考え本
校では実施しています。 

＊ 参加申込ありがとうございました。続けて実施する家庭教育講演会にも是非ご参加ください。 

２月７日（土） 

ふるさとの学びフェア 

各学校で実施しているふるさと教育の実践の表彰および活動成果を発表する場として行われま
す。そこで、一乗子ども観光大使としての取組を紹介し、子どもたちがふるさと一乗の良さを再認
識し、他校の取組も見聞きすることでふるさと福井への誇りや愛着を持ってほしいと考えています。 

＊ 参加申込ありがとうございました。車での送迎が可能という返事もいただいていますが、 
移動手段を現在、検討中です。決まりましたらお知らせします。 

令和８年５月 
校内体育大会 
一乗地区体育祭 

学校行事等説明会でお知らせしていましたが、現在、以前のように小学校と地区の合同開催によ
る体育大会を準備中です。令和８年度は一部合同で行い、令和９年度より地区との一本化を考え
ています。詳しくは後日、お知らせします。 

令和８年７月 
２日（木）～３日（金） 
大桑小学校交流活動 

昨年のお知らせ後に、岐阜県において今回の交流活動が承認され、４・５・６年生と引率教員で大
桑小学校へ行くことになりました。これまでの交流に新しい活動を加え、両校のつながりを大切に
した交流を行います。 

＊ 令和８年度は、５・６年生の修学旅行も計画されています。行き先はコロナ禍以前のように 
京都・大阪・奈良方面です。１０月秋休み以降を考えていますが、決まり次第お知らせします。 

はは 

その他、全校朝倉ガイドの取組についても校内で協議されています。令和４年から全校での取組に見直し
をして今回が４回目ですが、一乗子ども観光大使の発表として完成された取組になりました。ただ、１年生の
まちたんけん、３・４年生の森や川の学習、５・６年生の朝倉氏遺跡でのガイド、そして、全校でのふるさと学習
発表会など、生活科や総合的な学習の時間、他教科における取組との関わりがあるため、すぐに結論が出る
ものではありません。これも同様に、令和１１年以降の活動を見越して考えていきたいと思います。 

はは 

≪ マシュマロより新年の挨拶です！！！ ≫ 

 
 
 
 
 

 
はは 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 切 り 取 り ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

学校へのご意見やご感想をお知らせください。          こちらからも可 ➔➔➔ 

 

 

   年 名前             （無記名でも構いません） 

A Happy New Year！ 
今年もどうぞよろしくお願いします。みなさんはどんなお正月
を過ごしていたのかな？また、いろいろ聞かせてね。 

動物病院に戻ったころは、91４グラムあった体重
が、お正月の時点で８８７グラムに！ 
みなさんに会えるのを楽しみにしてるね！ 


